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１．外部評価委員会の概要 

 

１-１．背景 

地方自治体における行政改革の考え方は、社会保障や施設修繕などの経費拡大が将来に渡って

財政を圧迫する状況が差し迫ってきた平成の初期頃から広まった。その一方、低迷する経済状況

の中、税金の使われ方に対する住民側からの関心の高まりを受け、行政の説明責任がより一層問

われるようになった。このような背景から、行政の施策展開にあたって事務事業の必要性や有効

性を検討・評価する「行政評価システム」の導入が、平成 10年代より全国の自治体に広がった。 

当町においても、平成 13年度改定の行政改革大綱において行政評価システムの検討を開始し、

一部試行を経て、平成 18年度から本格導入している。近年では行政評価の取り組みが町職員に

十分浸透してきた一方で “マンネリ化”という課題が発生している。 

町では、行政評価において外部からの視点を取り入れ、評価の客観性・透明性を高めるととも

に、行政評価制度そのものの議論をいっそう深め、改善につなげたいと考えるようになった。 

 

１-２．目的 

 現在実施されている行政評価の運用において、職員にとって単純作業と化しているのではない

か、行政内部における評価がお手盛り評価に落ち着き、改善効果が停滞しているのではないかと

いう懸念がある。 

外部評価委員会では、町が実施している事務事業評価（「内部評価」）における評価の過程を

チェックすることにより、ＰＤＣＡサイクルの徹底、職員の意識向上、精度の向上を図り、町の

行政評価における課題の解決に寄与することを目的としている。 

 

１-３．設置 

阿見町外部評価委員会要綱に基づき、平成 26年 6月 18日、下記の委員により外部評価委員

会が設置された。 

（委員名簿） 

役 職 氏 名 備 考 

委員長 米倉 政実 学識経験者（茨城大学農学部教授） 

副委員長 山口 忍 学識経験者（茨城県立医療大学看護学部教授） 

 橋本 英之 
民間企業の経営について専門的な知識を有する

者（町監査委員） 

 齋藤 光子 
民間企業の経営について専門的な知識を有する

者（町商工会理事） 

 吉原 一行 町行政改革推進委員 

 井上 正道 公募による町民 
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２．委員会の進め方 

平成２６年度外部評価委員会は、町が実施した事務事業評価（内部評価）をもとに、下記の

ような流れで進行した。 

 

 

 

 

 

２-１．内部評価 

町における内部評価として事務事業評価シート（P5参照）が作成される。外部評価委員会

においては、このシートを基本的な資料として議論を行う。なお、事務事業評価シートから

読み取れない部分や事業の全体像について、担当課に対して補足資料の作成を依頼し、参考

とした。 

 

 

２-２．対象事業の選定 

委員の任期である平成 26年度から平成 28年度の３年間で、概ね各課１事業を対象とする

ことを念頭に事業の選定を行った。また、初年度において評価を行う事業数は、会議回数や

時間の都合などから 8事業程度とした。 

  

（選定の過程） 

700余りの事務事業から 8事業を選定するため、ある程度の機械的な絞り込みが必要とな

った。一定の基準により絞り込みを行った上で、対象事業を選定した。 

① 事業開始から 10年以上経過している事業、事業費が 100万円以上の事業、事業仕分

けの対象とならなかった事業 ※対象事業が極端に絞られてしまう課があるため、こ

れらの基準はあくまで原則である 

   ② 委員の任期である平成 26～28年度の３年間を見越し、総合計画の体系により３つに

分類（下図参照） 

   ③ 平成 26年度対象候補として①②から絞り込まれた事業（20程度）から８事業を選定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.対象事業の

選定 

3.事業ﾋｱﾘﾝｸﾞ 1.内部評価 4.対応方針作

成(担当課) 

5.報告書作成 

【第６次総合計画体系】

第１章「人がつながるまちづくり」
（町民参加、行政運営、窓口サービスなど）

第２章「人を育むまちづくり」
（健康づくり、地域福祉、学校教育、生涯学習など）

第３章「暮らしを支えるまちづくり」
（市街地の整備、道路の整備、産業の振興など）

第４章「安全・安心のまちづくり」
（上下水道の整備、防災対策、環境の保全など）

章４

節１２

施策５３

個別施策１３５

事務事業７００程度

H26 実施 

H27(予定) 

H28(予定) 
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２-３．事業ヒアリング 

１回の会議において、２～３事業の評価を実施した。時間配分としては１事業につき５０

分とし、下図の進行の通り実施した。議論の過程は議事概要として記し、町ホームページに

公開した。 

ヒアリングにあたっては、６つの観点（※）を設け、担当課による説明及び質疑応答を通

して、各項目における内部評価の過程や根拠等を確認した（下図①～②）。 

最終的に、各項目について妥当かどうかの判定を行った（下図③）。 

 

 

※評価の観点 

・目的に対する手段 

・活動指標 

・成果指標 

・方向性 

・業務改善 

・取組方針（改善方針） 

 

 

 

 

２-４．対応方針作成（担当課） 

すべての事業ヒアリング終了後、評価結果や指摘事項を受け、担当課は対応方針を作成し

た。 

 

 

２-５．報告書作成 

委員会開催の過程や評価結果をまとめ、町の行政評価に対する提言を加えた「外部評価委

員会報告書」を委員会において作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

１０分以内①担当課による説明
事業の概要や要点、課題や取り組み状況などを説明

②質疑応答
・委員から評価の判断材料として質疑、議論
・シートを各自記入

③評価
・各委員がどのような評価をしたか、擦り合わせ
・事務局で結果を記録

３０分以内

１０分以内


